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4. 建設候補地の検討

4.1 建設候補地の条件設定
4.1.1 上位計画との関係性
小郡市都市計画マスタープランには、甘木鉄道と西鉄大牟田線の交差する小郡駅周辺を複合

的な機能を有する中心拠点として、また、市内随所から鉄道や道路の利便性が高い大保地区を

人の賑わいをつくる拠点としての機能強化を図るため都市機能の集積を行うこととしています。 

市の拠点施設となる新体育館の立地も上記の関連性を考慮する必要があります。

また、新体育館は、屋内スポーツ施設の拠点としての利活用が想定されています。

公共施設等の主要拠点施設は、図 4-1の円内（黄色）の市街化区域内に立地していますが、
市街化区域内には、体育館として使える敷地の確保が困難であるため、市街化区域と連続する

場所の中から以下の 5箇所を想定して、建設候補地の比較検討を実施します。
想定候補地以外でも適切な候補地があれば、必要に応じ候補地として検討することとします。

① 現地建替え 

② 九州情報大学跡地 

③ 小郡地域運動広場 

④ 小郡運動公園西側 

⑤ 小郡運動公園東側（宝満川左岸） 

図 4-1 建設候補地位置図
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4.1.2 候補地の評価項目の設定

本施設に必要となる敷地規模の確保やアクセス性を中心に法令上の課題、体育施設の集約化、

防災面での安全性等について評価を行いました。

施設整備費は、各候補地における建設費は同程度と想定し、用地買収の有無や周辺インフラ※

整備の費用の必要性などに着目しています。

表 4-1 評価項目と評価内容 

評価の視点 項目 評価内容 評価基準 

立地環境に

関する評価 

1.敷地状況 敷地として 2ha程度（駐車場含む）
確保可能である

敷地面積規模

用地確保の確実性

2.道路環境 主要な幹線道路沿線に立地可能で

ある

現況道路の状況

都市計画道路との関

係

3.交通アクセス 交通アクセスが容易である

（市内各地、高速道路、鉄道）

アクセス時間

4.法的制約条件 都市計画、農政関係の各種法令と整

合がとれる

土地利用上の法的な

制約条件

5.体育施設の集約 体育施設の集約化の可能性がある 運動公園との近接

6.災害発生有無 災害（水害等）がないもしくはでき

るだけ小さい

浸水エリアとの関係

整備費に 

関する評価 

7.整備コストの把握

（周辺環境整備費）

施設整備以外にできるだけ追加コ

ストが生じない

既存インフラ（上下水道、道路）
の有無

用地買収、造成の有無
敷地内の既存施設の有無

・用地買収・造成費

・上下水道、道路の

整備費

・既存施設の有無

（撤去の有無）

※インフラ…社会や生活の基盤となる施設や仕組で、具体的には、電力、水道、道路、通信網などをいう。 

（インフラストラクチャーの略）



小郡市新体育館建設基本計画                                                                   4.建設候補地の検討

27 

4.2 候補地の抽出及び比較検討

27
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